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特集●たばこ研究
たばこ対策研究の現状と今後の研究課題 鳥取大学医学部社会医学講座環境予防医学分野 尾崎 米厚

わが国のたばこ対策の検証と期待される政策研究 大阪府立成人病センターがん相談支援センター 大島 明

地域における喫煙対策の実践と研究 神奈川県保健福祉部医療課 原田 久

受動喫煙対策に関する研究成果と今後の課題 産業医科大学産業生態科学研究所 大和 浩

禁煙治療・禁煙支援に関する研究成果と今後の課題 大阪府立健康科学センター健康生活推進部 中村 正和

歯科・口腔領域の研究成果と対策および無煙たばこ対策 福岡歯科大学 埴岡 隆

価格誘導政策のターゲットは誰か─価格弾力性をめぐる研究成果と今後の政策展望
中央大学大学院公共政策研究科 細野 助博

たばこ対策の推進に向けた保健医療専門学会の取り組み
JA岐阜厚生連中濃厚生病院内科総合内科 飯田 真美・藤原 久義

●視点

わが国の予防医学の戦略をどう構築すべきか？ 岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学 坂田 清美

●特別記事

近隣の社会環境が及ぼす住民への健康影響 ハーバード大学社会疫学教授 イチロー・カワチ
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編集室通信

宮城県名取市の岡部医院理事長の岡部医
師は，哲学・社会学・歴史学などの専門家
とともに「タナトロジー研究会」を結成し，日
本人の死の文化についてご研究なさってい
ます．主に東北の農村での在宅ターミナルの
現場で，家で死にゆく人のありようを見，語り
を聞いていらっしゃるとのこと．そこでは病院
で医療漬けになって死ぬのではない，家の
中での普段の生活の延長線上に，穏やか
に死があります．家での最期は，死にゆく人
も看取る人も，ゆっくりと死の恐怖から解か
れ，静かに，心の奥深くで，人が死ぬという
ことを受け入れていくようです．都市型の病
院死ではない，農村での在宅死のありようこ
そ，「日本人の死の基本形」ではないかと
の言葉が印象的でした．「特別記事」，ご
覧下さい． (野中)

(担当/野中・今田)
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多田羅浩三 大阪大学名誉教授・放送大学教授

林 謙治 国立保健医療科学院
編集委員（50 音順）

阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所

品川 靖子 東京都文京区文京保健所

高鳥毛敏雄 大阪大学大学院医学系研究科

西田 茂樹 福島県衛生研究所

今年も早いもので，もう6 月です．読者の皆様は，6 月

といえば何を連想されるでしょうか．

日本人の間でもよく知られている「ジューンブライド(June

bride)」という言葉は，直訳すると「6 月の花嫁」です

が，その由来には諸説あるようです．

なかでも，ローマ神話のユピテル(ジュピター)の妻ユノ

(ジュノー)が結婚をつかさどる女神であることから，6 月に

結婚する花嫁は幸せになるという説は有名です．そのほ

か，ヨーロッパの 6 月は 1 年中で最も雨が少なく気候に恵

まれ，復活祭の時期でもあることから，ヨーロッパ全体が祝

福ムードに包まれるため，6 月の花嫁は幸せになれるという

説もあるそうです．

日本の 6 月といえば，「梅雨」という言葉を連想される

方も多いと思います．ヨーロッパとは反対に，日本の 6 月

は気候的には 1 年で最もうっとおしい時期といえるかもしれ

ません．

雨で外出したくない 6 月の休日こそ，読書日和です．

今月号の特集は「若者を性感染症から守る」．若者の間

で急速に広がっているといわれる性感染症ですが，これか

ら花嫁や花婿になる方々が健康で幸せな結婚生活を送れ

るよう，早い時期からの予防教育が求められます．

白井先生の「地域でのネットワークつくり」や渡會先生

の「時代・地域に合った取り組み」が全国に広がり，「生

きるための心」を学んだ男女が増えることを願っています．

(品川靖子)
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